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抄録 

本研究は保育現場として保育園、幼稚園、子ども園に着目し、それぞれの保育現場においてどの

ような臨床心理学的な子育て支援活動がなされているのか、その内容と課題について検討すること

を目的とする。具体的には、保育現場における子育て支援の現状について、これまでの研究を概観

し、研究調査場所である保育園、幼稚園、子ども園ごとに文献を分類し、それぞれの保育現場にお

ける子育て支援の内容および課題についての分析を行った。対象文献は1991年から2020年の国内文

献を検索し、該当する23件とした。子育て支援の内容と課題について分析したところ、全ての保育

現場に共通する子育て支援の内容として、【専門家や外部機関との連携】と【巡回相談/コンサルテ

ーション】と【気になる子どもの保護者支援】が見出された。保育園と幼稚園では【日常での保護

者支援】と【気になる子どもへの支援】があった。保育園のみでは【保育士による心理相談業務】、

幼稚園のみでは【未就園児の相談業務】があった。一方、子育て支援の課題に関しては、全ての保

育現場に共通する課題として、【保護者対応に関する心理学的な専門的アドバイスの必要性】が見

出された。保育園と幼稚園では【心理職（キンダーカウンセラー、発達相談者）の専門性向上への

期待】と【子どもへの支援の充実】、保育園と子ども園では【巡回相談のあり方の検討】と【気に

なる子どもの保護者への支援の充実】があった。保育園のみでは【保育者への心理的支援の必要性】

と【より多くの職種との連携の必要性】があった。子育て支援の内容と課題について振り返ると、

心理職が様々な形で保育現場に関わっているとともに、より一層の連携を期待されていることがう

かがえ、保育現場において心理職が貢献できる役割は大きいことが示唆された。 

 

１． 問題と目的 

近年、保育園や幼稚園、こども園といった保育

現場における心理支援の期待が高まっている。は

じめに、保育現場における子育て支援の歴史的な

背景を振り返ると、1999 年に保育所保育指針の内

容が変更され、保育士が保護者との積極的な関係

を作ることと、保育所での地域子育て支援を行う

内容が盛り込まれている。また、幼稚園教育要綱

（1998 年改訂）には幼稚園における子育て相談の

必要性が明記されている。2000 年には、厚生労働

省が策定した「健やか親子 21」において、子ども

のこころの安らかな発達の促進と育児不安の軽減

などが課題としてあげられている。 

2002 年には東京都文京区において区内の幼稚園

と保育所に子育て支援カウンセラーが派遣され、

2003 年には大阪府が府内の私立幼稚園にキンダー

カウンセラーを派遣する事業を開始している。キ

ンダーカウンセラー事業とは、臨床心理士等の資

格を持つ心理職が継続的に園児・保護者や地域の

保護者に対して心理的支援を行う活動である。ま
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た、キンダーカウンセラーとは、小学校から高校

に配置されているスクールカウンセラーの幼稚園

版である[1]。キンダーカウンセラーの役割は、①

保護者支援、②保育者支援、③子ども支援の 3 つ

があげられており[2]、幼稚園において期待が高い

キンダーカウンセラーの活動は、①保護者からの

子育ての悩みに関する相談、②保育者からの子ど

もへの関わり方や発達上の問題に関する相談、③

保護者からの子どもの発達上の不安や問題に関す

る相談、④子どもの行動観察、⑤保護者の悩みに

関する相談があげられる[3]。現在もキンダーカウ

ンセラーを導入している幼稚園数は増加しており、

広がりを見せている[4]。さらに、同年の 2003 年に

「次世代育成支援対策推進法」が施行され、次世

代を担う子どもが健やかに産まれ育成される環境

整備を目的に子育てを社会全体で支援するための

体制づくりが進められることとなる。 

このような流れから、保育園や幼稚園などの保

育現場でも乳幼児期の子育て支援の必要性がより

一層取り上げられることとなり、2004 年の中央教

育審議会幼児教育部会において保育カウンセラー

導入の提案がなされる。同年、東京都日野市が文

部科学省の新しい幼児教育の在り方に関する調査

研究の指定を受け、保育カウンセラーが試行的に

日野市内の一部の公立幼稚園に配置されることと

なる。中央教育審議会幼児教育部会では、保育カ

ウンセラーの職務内容を以下のように示している。

１）保護者への専門的援助、①乳幼児の養育者を

対象として子育て相談等を受ける、②虐待を未然

に防ぐための啓発活動、③グループ指導。２）幼

稚園教員・保育所保育士への専門的援助、①保育

の改善への心理面からの助言、②障害のある子ど

もの保育、③個に応じた指導と評価、④園内にお

ける子育て支援の進め方、⑤子育て相談のスーパ

ーバイザー。そして、上記２つの職務内容を行う

ために求められる専門性として、以下の４つの項

目をあげている。①カウンセリング技術とソーシ

ャルワーク技術、②乳幼児の発達のつまずきとそ

の援助の知識、③乳幼児教育・保育実践について

の理解、④家族関係とその援助についての理解で

ある。また、2005 年には、「発達障害者支援法」

が施行され、発達障害を持つ子どもへの早期の発

達支援、健全な発達と適切な保育・教育が受けら

れる配慮やその家族への支援が挙げられ、保育現

場では発達支援に関連するニーズが年々高まって

いる。 

このような歴史的な背景の下、保育現場におい

てキンダーカウンセラーや保育カウンセラーとい

った名称での子育て支援活動は広がりをみせてお

り、近年では心理職に対して子育て支援に関する

より一層の期待が高まっており、その期待に応じ

るためにも心理職が専門的知識を身に付ける必要

があるだろう。富田[5]は、保育現場において、臨

床心理士や臨床発達心理士が保育カウンセラーと

しての役割を担っているのが現状であり、今後は

保育内容を十分に理解し、保育の特殊性・独自性

を活かした保育現場のニーズに対応できる保育カ

ウンセラーの育成が必要であると述べている。ま

た、小川[6]は、キンダーカウンセラーや保育カウ

ンセラーといった名称が一つでないがゆえに同じ

枠組みでの検討が難しいことや、保育現場であっ

ても、例えば公立・私立幼稚園、大学付属幼稚園

などの現場の違いによって共通する部分とそれ以

外の部分があり検討が難しいことを指摘しつつ、

実践活動やそこから得られた知見の構築が行いや

すくなることが望ましいと述べている。さらに、

保育・幼児教育の現場はそれぞれの特徴があり同

じものではなく、地域・環境などの背景も考慮す

ると一つの型にはめる必要はないとしながらも、

支援の手立てとして複数の枠組みが存在すること

は、今後の子育て支援に役立つであろうと述べて

いる。 

そこで、本研究では、保育現場として保育園、

幼稚園、子ども園に着目し、それぞれの保育現場

においてどのような臨床心理学的な子育て支援活

動がなされているのか、その内容と課題について

検討することを目的とする。具体的には、保育現

場における子育て支援の現状について、これまで

の研究を概観し、研究調査場所である保育園、幼

稚園、子ども園ごとに文献を分類し、それぞれの

保育現場における子育て支援の内容および課題に

ついての分析を行う。 

 

２． 方法 

2.1. 対象文献の選定 

対象文献については、CiNii（NII 論文情報ナビ

ゲータ）と J-stage（科学技術情報発信・流通総合

システム）を用いて、1991 年から 2020 年の 30 年

間に発表された国内の文献を「子育て支援」「心理

支援」「保育園」「幼稚園」「こども園」「保育カウ



 
人間生活文化研究 Int J Hum Cult Stud. No. 32 2022 

［査読無し］ 

保育現場における心理支援の内容と課題 3 

 

ンセラー」「キンダーカウンセラー」「気になる

子」のキーワードで検索した。さらに、その中か

ら、保育園・幼稚園・子ども園での子育て支援に

関して言及している文献を抽出した。その結果、

23 件の文献を分析の対象文献として採用した。 
 

2.2. 分析方法 

対象文献について保育現場(保育園・幼稚園・子

ども園・保育園と幼稚園・保育園と子ども園)ごと

に文献を整理し、「発表年」「研究目的」「研究方

法」「対象者」「分析項目」「結果」について抽出し

た（Table1,2,3,4,5）。また、保育現場の子育て支援

に関する文献の全体的な傾向を明らかにするため

に、「発表年」「研究目的」「研究方法」の 3 項目に

ついては文献数を算出した（Figure1,Table6,7）。次

に、「子育て支援の内容」と「子育て支援の課題」

の 2 項目について、項目に関連するデータが文献

の文脈の中でどのように意味づけられているか検

討するために、研究場所(保育園・幼稚園・子ども

園・保育園と幼稚園・保育園と子ども園)ごとに質

的な検討を行った。 
 

３． 結果 

3.1. 保育現場における子育て支援に関する文献 

本研究の条件に合った 23 件の文献を本研究の

調査対象とした。研究場所ごとに文献を分類した

ところ、収集した文献の内訳は、保育園を対象に

した文献は 6件、幼稚園を対象にした文献は 8件、

こども園を対象にした文献は 1 件、保育園と幼稚

園を対象にした文献は 7 件、保育園とこども園を

対象にした文献は 1 件であった。本研究の調査対

象文献の概要を Table1,2,3,4,5 に示す。 
 

3.2. 研究の動向 

対象文献の年次推移を Figure1 に示す。2005 年

から始まり、その後、1~2 件発表され、2018 年に

4 件と最も多く発表されていた。研究目的につい

ては、発達障害や気になる子どもの支援の検討が

最も多く 6 件で、次に保育カウンセラーの役割の

検討が 4 件、コンサルテーションの検討、カウン

セリングの必要性の検討、キンダーカウンセラー

の役割の検討がそれぞれ 3 件、臨床心理士の役割

の検討、相談員の役割の検討が 1 件であった

（Table6）。研究方法は、量的研究が最も多く 11

件であり全て質問紙調査であった。次に質的研究

が 7 件あり、このうち内容分析が 5 件であり面接

調査が 2 件であった。そして、事例研究が 4 件、

文献研究が 1 件であった（Table7）。 
 

3.3. 子育て支援の内容と課題について 

以下に保育現場ごとに行われている子育て支援

の内容と課題」について分析した結果を示す。以

下、コードは＜＞で、カテゴリーは【】で示す. 
 

3.3.1. 保育園における子育て支援の内容と課題 

保育園を対象とした文献 6 件に関して「子育て

支援の内容と課題」について分析したところ、子

育て支援の内容に関しては、【保育士による心理

相談業務】が行われており、主に指導者層が担う

ことが多いことや、気になる子どもの保育に対し

て専門家による【巡回相談】が行われていた。ま

た、【気になる子どもの保護者支援】に対しては心

理師と保育士の協働による対話の場が組織全体の

機能促進に繋がっていることや、障害児への支援

として【専門家や外部機関との連携】をしている

ことがあげられた。さらに、最近では、保育カウ

ンセラーの存在も見受けられるようになった。 
一方、課題に関しては、【保護者対応に関する心

理学的な専門的アドバイスの必要性】を感じてい

ることや、【巡回相談のあり方の検討】があり、巡

回相談は頻度が少なく専門家が保育者への教授と

いう一方通行の関わりとなることが多いことや、

保育士の専門家に対する依存が起こりやすいとい

った問題などが指摘され、【保育者の心理的支援

の必要性】についても検討すべきであると述べら

れていた。また、気になる子どもは他の機関での

支援に繋がりにくく、【気になる子どもと保護者

への支援の充実】があった。さらに、保育カウン

セラーは全国的に普及していないが、今後保育現

場にとって必要な存在となると考えられるなど、

今後、【より多くの職種との連携の必要性】が求め

られる可能性がみられた。 
 
ⅰ) 保育園における子育て支援の内容 

以下に詳述する 4 つのカテゴリーが見出された。 
（１）【保育士による心理相談業務】 

【保育士による心理相談業務】が行われており、

指導者層は保育士層に比べて子どもの保育に加え、

＜心理相談業務＞に関わることが多く、指導者層

の方が＜カウンセリングの技術や知識の必要性＞
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を強く感じている状況がみられた。 

（２）【巡回相談】 

気になる子どもの保育に関しては、＜専門的な

援助＞を行う【巡回相談】が行われていた。また、

【巡回相談】を＜保育現場におけるコンサルテー

ション＞であると捉え、＜保育者と心理専門職と

の協働＞の重要性がみられた。 

（３）【気になる子どもの保護者支援】 

【気になる子どもの保護者支援】の取り組みに

ついては、＜心理士と保育士の協働＞による対話

の場により、＜保護者と保育士の関係性の発展＞

や保育士の＜保護者に対する心情の気づき＞や若

手保育士の気になる子どもの＜保護者支援力＞の

向上につながり、＜保護者と専門機関との橋渡し

機能＞が促進されるという、組織全体の変化がみ

られた。 

（４）【専門家や外部機関との連携】 

気になる子どもや障害児の支援、その保護者へ

の支援において、【専門家や外部機関との連携】が

行われており、主に障害児への支援として、通級

指導等、他の施設で個別的な支援を行うといった

＜他の機関での支援＞に繋げる＜他機関との連携

＞がみられた。また、最近では保育園を頻繁に訪

れて相談を受ける＜保育カウンセラー＞が保護者

支援・子ども支援・保育者支援を行い、＜保育カ

ウンセラーとの協働＞がみられるようになった。 
 

ⅱ）保育園における子育て支援の課題 

以下に詳述する 5 つのカテゴリーが見出された。 
（１）【保護者対応に関する心理学的な専門的ア

ドバイスの必要性】 

保育士は、【保護者対応に関する心理学的な専門

的アドバイスの必要性】を感じているが、時間が

ないことや情報がないために、保育士の＜カウン

セリング研修への参加経験＞は少ない状況がみら

れた。 

（２）【巡回相談のあり方の検討】 

自治体や地域によって＜多様なスタイルの巡回

相談＞が展開されており、個々の＜訪問者の経験

や判断＞等に任されているのが現状であった。ま

た、巡回相談は専門家が保育者へ教授するという

＜一方通行の関わり＞であることも多く、巡回相

談の回数が少なく定期的・継続的な支援が難しい

ことも指摘されていたため、【巡回相談のあり方

の検討】があった。 

（３）【保育者への心理的支援の必要性】 

巡回相談において、保育士は専門家の助言を主

体的に吟味せず受け入れてしまうなど、保育士の

＜専門家に対する依存＞が起こる問題が指摘され

た。また、悩みを相談すれば専門家が解決してく

れるという期待から、納得できない結果になれば

専門家に対して不信感をもつという問題も生まれ

る可能性があり、＜複数の保育士で協議する仕組

み＞を取り入れたり、保育士の対応に含まれる効

果的な内容について専門家が＜肯定的な評価を行

う＞など、【保育者への心理的支援の必要性】が見

出された。 

（４）【気になる子どもと保護者への支援の充

実】 

障害の診断のある子どもが他機関の支援を受け

やすい一方で、診断のない気になる子どもは他機

関の支援に繋がりにくく、【気になる子どもと保

護者への支援の充実】が課題としてみられた。＜

本当に繋がりたい保護者に支援がつながらない＞

ため、＜気になる子どもの保護者への支援＞につ

いてどう取り組んでいくかという点が課題であっ

た。 

（５）【より多くの職種との連携の必要性】 

＜保育カウンセラー＞は全国的に普及している

とはいえないが、今後より一層必要な存在となる

と指摘されており、＜保育カウンセラー＞や＜心

理援助職＞など、保育現場において今後【より多

くの職種との連携の必要性】が求められる可能性

があった。 
 

3.3.2. 幼稚園における子育て支援の内容と課題 

幼稚園を対象とした８件の文献に関して子育て

支援の内容と課題について分析したところ、子育

て支援の内容に関しては、保育カウンセラーやキ

ンダーカウンセラー1による【コンサルテーショ

ン】の普及がみられ、保育観察、保育カンファレ

ンスへの参加、子どものアセスメント、気になる

子どもへの対応などが実施されていることがわか

った。カウンセラーがカンファレンスに参加する

ことで【専門家や外部機関との連携】が活性化し

ていることが見出された。また、保育者は保護者

                                                  
1 「保育カウンセラー、キンダーカウンセラー、

カウンセラー、発達相談者、臨床心理士、心理士」

の記述は、引用文献の表現をそのまま表記してい

ます。 
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と園での子どもの様子を保護者と共有したり、個

別相談や子育てに関する講演会などの【日常での

保護者支援】も盛んに行われていた。未就園児の

保護者の支援や園児確保の目的から、【未就園児

の相談】を行っている園もみられた。 

一方、課題に関しては、気になる子どもについ

て、子どもの状態を保護者に伝える上での具体的

な方法を知りたいといった【保護者対応に関する

心理学的な専門的アドバイスの必要性】がみられ

るとともに、時間的なゆとりがないことで子ども

への対応が十分にできないといった【子どもへの

支援の充実】も課題としてみられた。また、キン

ダーカウンセラーによる保育観察、個別の指導計

画への助言、子どものアセスメントは、いずれも、

今後も実施を増やしてほしいことがあげられると

ともに、キンダーカウンセラーに子どもの発達に

関するより一層の専門的な知識を身につけてほし

いことやプレイセラピーの訓練を受けてほしいな

ど【キンダーカウンセラーの専門性向上への期待】

が高まっている状況がみられた。 
 

ⅰ）幼稚園における子育て支援の内容 

以下に詳述する 4 つのカテゴリーが見出された。 
（１）【コンサルテーション】 

保育カウンセラーやキンダーカウンセラーによ

る【コンサルテーション】の普及がみられた。カ

ウンセラーが＜保育観察＞や＜保育カンファレン

スに参加＞したり、＜気になる子どもや障害のあ

る子どものアセスメント＞をしていると同時に、

＜幼稚園の組織全体へのアセスメント＞を実施お

よび助言をしていた。 

（２）【専門家や外部機関との連携】 

カウンセラーが気になる子どもの理解と支援の

ための保育カンファレンスに参加することで、

【専門家や外部機関との連携】が活性化し、カウ

ンセラーが＜園内外の連携＞を深める＜橋渡しの

機能＞を果たしていた。 

（３）【日常での保護者支援】 

保育者は、幼稚園での日々の子どもの様子を保

護者へ伝え、＜保護者と情報を共有＞したり、職

員全体で子どもの様子について共通理解をするよ

うにしていた。また、カウンセラーの【日常での

保護者支援】として、＜保護者に対する個別相談

＞、＜情報発信＞、＜懇談会＞、＜保護者を対象

とした子育てに関する講演会・学習会＞の実施な

どがあった。 

（４）【未就園児の相談】 

＜未就園児の保護者の育児＞において、保護者

が孤立しがちな状況であることや＜園児確保の必

要性＞から、幼児の就園事業として【未就園児の

相談】といった保育事業を行っている園もあった。 
 

ⅱ）幼稚園における子育て支援の課題 

以下に詳述する 3 つのカテゴリーが見出された。 

（１）【保護者対応に関する心理学的な専門的ア

ドバイスの必要性】 

保護者のニーズへ対応できているか気になると

いったことや、子どもの保護者との良好な関係性

を保てるように＜どのように保護者に子どもの状

態を伝えたらよいか＞、＜保護者への対応の具体

的な方法＞を知りたいといった、カウンセラーに

よる【保護者対応に関する心理学的な専門的アド

バイスの必要性】がみられた。 

（２）【子どもへの支援の充実】 

一人ひとりの特別なニーズに合わせた【子ども

への支援の充実】の必要性を感じるが、＜時間的

なゆとりがない＞ことから、＜子どもへの支援が

十分でない＞気がしていたり、＜子どもの個の理

解が十分でない＞気がするといった状況がみられ

た。 

（３）【キンダーカウンセラーの専門性向上への

期待】 

キンダーカウンセラーは＜子どもの言動の特性

や発達に関する知識＞や子どもと＜遊ぶ技術＞が

必要であり、キンダーカウンセラーが、＜子ども

の発達に関するより専門的な知識＞を持ち、＜プ

レイセラピーの訓練＞を受けるなどして、キンダ

ーカウンセラーの専門性を向上させることが求め

られていた。また、キンダーカウンセラーによる

＜保育観察＞、＜個別の指導計画への助言＞、＜

子どものアセスメント＞はより一層実施を増やし

てほしいとの希望がみられ、【キンダーカウンセ

ラーの専門性向上への期待】がうかがえた。 
 

3.3.3. こども園における子育て支援の内容と課

題 

こども園を対象とした 1 件の文献に関して「子

育て支援の内容と課題」について分析したところ、

子育て支援の内容については、こども園の考える

子ども観や教育・保育観に基づいた活動が行われ
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ているとともに、保育者を対象とした障害児への

保育・教育や関わりについての研究、外部の専門

機関からの支援など、保育者を支援するための取

り組みがなされていた。その中でも、外部の専門

機関からの支援の一つとして【巡回相談】があっ

た。 

一方、課題については、巡回相談の課題として、

巡回相談の回数不足、相談内容の共有の困難さ、

保育者の巡回相談員への依存がみられ、定期的に

心理職が園に訪問・配置されるためには、既存の

【巡回相談】などのシステムに心理職が積極的に

関与し、【巡回相談のあり方の検討】が必要である

ことが見出された。 

 

ⅰ）こども園における子育て支援の内容 

以下に詳述する 1 つのカテゴリーが見出された。 

（１）【巡回相談】 

障害児保育が整備され始めており、保育者の加

配、保育者を対象とした障害児への保育・教育や

関わりについての研究、＜外部の専門機関からの

支援＞など、保育者を支援するための様々な事業

や取り組みがなされており、障害特性などの個別

性に合わせた関わりを提供するシステムは様々な

面で充実していくと考えられており、その中でも、

＜外部の専門機関からの支援＞の一つとして【巡

回相談】がみられた。 
 

ⅱ）こども園における子育て支援の課題 

以下に詳述する 1 つのカテゴリーが見出された。 

（１）【巡回相談のあり方の検討】 

巡回相談の課題として、＜巡回相談の回数不足

＞、＜相談内容の共有の困難さ＞、＜保育者の巡

回相談員への依存＞があり、【巡回相談のあり方

の検討】が必要であった。＜巡回相談の回数不足

＞については、巡回相談システムの事業主体によ

り回数や予算が異なり、各園によって異なる状況

がみられたが、そのような状況でも、できるだけ

多くのクラス場面を観察することの意義が述べら

れた。＜相談内容の共有の困難さ＞については、

園のサイズに関わらず保育に参加しながら観察を

行った後、保育者との協議で関わりの方向性を決

めていくやり方が意義のある方法であったことが

示された。＜保育者の巡回相談員への依存＞につ

いては、コンサルティに対して同じ専門家として

敬意を払いつつ、コンサルティ自身が自分の力で

問題を解決できるように支援を行うという姿勢を

とることが依存を防ぐ関係性に繋がるのではない

かと述べられた。 
 

3.3.4． 保育園と幼稚園における子育て支援の内

容と課題 

保育園と幼稚園を対象とした 7 件の文献に関し

て「子育て支援の内容と課題」について分析した

ところ、保育園と幼稚園における子育て支援の内

容については、【巡回相談】を活用している園が多

い傾向がみられ、専門家・専門機関との連携をし

ていることが見出された。また、地域に開かれた

園が理想とされてきており、【日常での保護者支

援】として園庭開放や未就園児保育、延長保育を

実施する園が増えてきている傾向がみられた。

【気になる子どもへの支援】については、マニュ

アル的な対応ではなく、一人ひとりに合った関わ

りの仕方を検討しながら支援していることが見出

された。 

一方、課題については、通常の保育以外に支援

が必要な子どもや保護者が多く、特に保護者対応

に問題を感じており、【保護者対応に関する心理

学的な専門的アドバイスの必要性】がみられ、心

理職からの専門的なアドバイスの必要性がみられ

た。また、個別的な支援が必要な子どもを支援す

るための【発達相談者の専門性向上への期待】が

みられた。 
 

ⅰ）保育園と幼稚園における子育て支援の内容 

以下に詳述する 3 つのカテゴリーが見出された。 

（１）【巡回相談】 

＜コンサルテーション活動＞として【巡回相談】

を活用している園は多く、臨床心理士などの＜専

門家が園を訪問＞して、幼稚園教諭や保育士、保

護者の相談に対応していることがみられ、＜専門

家・専門機関との連携＞をしていることが見出さ

れた。 

（２）【日常での保護者支援】 

保育現場は保護者を対象とした子育て支援の場

としての役割も担っており、＜園庭開放＞や＜未

就園児保育＞が実施されたり、働く母親への支援

として＜延長保育＞を実施する保育現場も増加傾

向にあり、【日常での保護者支援】が日々行われて

いることがみられた。 
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（３）【気になる子どもへの支援】 

【気になる子どもへの支援】の事例として、＜

養育環境の問題を抱える事例＞と＜発達上の問題

を抱える事例＞がみられた。＜情緒面に問題＞を

抱える場合は、感情に寄り添ってもらうことを保

育者との関わりを通して体験できるように接する

ことが保育士の役割であると述べられた。＜発達

の問題＞の場合は、＜発達段階にあわせた遊び＞

をすることが大切であり、クラスでの全体活動に

こだわらず、園全体の敷地を利用してその子ども

の＜発達段階にあった遊び＞を提供することが大

切であると述べられた。 
 

ⅱ）保育園と幼稚園における子育て支援の課題 

以下に詳述する 2 つのカテゴリーが見出された。 

（１）【保護者対応に関する心理学的な専門的ア

ドバイスの必要性】 

通常の保育以外に支援が必要だと感じる子ども

や保護者は多く、保育者は、特に＜保護者対応に

問題＞を感じており、保護者と関わる中で感じる

問題として、＜保護者と保育者の関係＞、＜子育

てやしつけの問題＞、＜保護者自身の病気や悩み

＞、＜保護者の意識や性格上の問題＞、＜子ども

の情緒的な問題＞があった。また、保育者の＜カ

ウンセリングに対するニーズ＞は年齢や勤務年数、

役職に関わりなく高く、＜カウンセリング的な態

度や聴き方・話し方＞を学びたい保育者が多いこ

とがあげられた。＜心理士を活用したい＞保育現

場は多く存在しており、心理職に求めることにつ

いては、＜子どものアセスメント＞や、教育・保

育という視点以外となる＜心理学的な子どもの捉

え方や関わり方＞、＜保護者への対応＞、＜保護

者に対してカウンセリングを行って欲しい＞とい

った、【保護者対応に関する心理学的な専門的ア

ドバイスの必要性】がみられた。 

（２）【発達相談者の専門性向上への期待】 

発達相談を担当するカウンセラーは個別的な支

援が必要な子どもが一人ひとり持っている能力を

十分に発揮しうるように支援をすることが必要で

あり、【発達相談者の専門性向上への期待】が高ま

っていた。また、保育現場がカウンセラーに臨む

専門性は、＜親とのカウンセリング力＞、＜保育

現場・学校現場を知っていること＞、＜子どもの

育ちを理解していること＞、＜外部機関との連携

＞などであった。 

3.3.5. 保育園とこども園における子育て支援の

内容と課題 

保育園とこども園を対象とした 1 件の文献に関

して「子育て支援の内容と課題」について分析し

たところ、子育て支援の内容については、【気にな

る子どもの保護者支援】として、保護者との関係

づくりを重視しており、親への伝え方を工夫して

いることが見出された。 

一方、課題については、【気になる子どもの保護

者への支援の充実】が述べられ、気になる子ども

の状態像に応じた保護者支援のあり方の検討の必

要性がみられた。 
 

ⅰ）保育園とこども園における子育て支援の内容 

以下に詳述する 1 つのカテゴリーが見出された。 

（１）【気になる子どもの保護者支援】 

【気になる子どもの保護者支援】として、保護

者への伝え方に悩みつつ、保護者との関係づくり

を重視しており、親の話を傾聴しつつ親への伝え

方を工夫していた。また、年長児に対しては、他

の年齢に比べて小学校就学を見据えて関わってお

り、子どもの成長・発達について保育者が気にか

けていることも指摘された。 
 

ⅱ）保育園とこども園における子育て支援の課題 

以下に詳述する 1 つのカテゴリーが見出された。 

（１）【気になる子どもの保護者への支援の充

実】 

子育て支援の課題については、【気になる子ど

もの保護者への支援の充実】の必要性を感じるが、

保育者の担う役割が増大している中、保育者は保

護者支援に苦慮していることが指摘され、気にな

る子どもの保護者の支援のあり方、気になる子ど

もの状態像の違いによって保護者支援の仕方がど

のように異なるかについての検討が課題としてあ

った。 
  

3.3.6. 各保育現場における子育て支援の内容と

課題に関する研究の傾向 

3.3.1～3.3.5 で得られた子育て支援の内容と課題

のカテゴリーについて、各保育現場で共通するカ

テゴリーや、独自のカテゴリーを整理することで、

保育現場における子育て支援の内容と課題に関す

る全体的な研究の傾向を捉えた(Figure2,3)。 

子育て支援の内容(Figure2)に関して、全ての保
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育現場に共通するカテゴリーは①【専門家や外部

機関との連携】と【巡回相談/コンサルテーション】

と【気になる子どもの保護者支援】であった。保

育園と幼稚園に共通するカテゴリーは②【日常で

の保護者支援】と【気になる子どもへの支援】で

あった。保育園のみのカテゴリーは③【保育士に

よる心理相談業務】であった。幼稚園のみのカテ

ゴリーは④【未就園児の相談業務】であった。ま

た保育園とこども園共通のカテゴリー、幼稚園と

こども園共通のカテゴリー、こども園のみのカテ

ゴリーに該当するものはなかった（図中－で示し

た部分）。 

子育て支援の課題(Figure3)に関して、全ての保

育現場に共通するカテゴリーは❶【保護者対応に

関する心理学的な専門的アドバイスの必要性】で

あった。保育園と幼稚園に共通するカテゴリーは

❷【心理職（キンダーカウンセラー、発達相談者）

の専門性向上への期待】と【子どもへの支援の充

実】であった。保育園のみのカテゴリーは❸【保

育者への心理的支援の必要性】と【より多くの職

種との連携の必要性】であった。保育園と子ども

園に共通するカテゴリーは❹【巡回相談のあり方

の検討】と【気になる子どもの保護者への支援の

充実】であった。また幼稚園とこども園共通のカ

テゴリー、幼稚園のみのカテゴリー、こども園の

みのカテゴリーに該当するものはなかった（図中

－で示した部分）。 

 

 

Table1. 保育園を対象とした文献 

 
[7] 井上清子・石川洋子・会沢信彦. 子育て支援とカウンセリング（2）─埼玉県内の保育所を対象とした調査から─. 文教大学教育学部紀要, 2006, 40, p. 21-29. 

[8] 阿部美穂子. 気になる子どもの保育における効果的な巡回相談スタイルの実践的検討－保育所（園）長アンケートの分析－. 富山大学人間発達科学部紀要, 2013, 7(2), p. 41-53. 

[9] 原口英之・野呂文之・神山努. 保育所における特別な配慮を要する子どもに対する支援の実態と課題─障害の診断の有無による支援の比較─. 障害科学研究, 2013, 37, p. 103-114. 

[10] 橋本翼. 保育所における「気になる子」の保護者支援の取り組みに関する一考察─保育者へのインタビュー調査を通して─. 近畿大学九州短期大学研究紀要, 2018, 48, p. 77-89. 

[11] 原口喜充・大谷多加志. 保育者からみた心理専門職との協働─経験による変化と関係性に着目して─. 保育学研究, 2018, 56(3), p. 126-136. 

[12] 中島卓裕・古川洋子. 保育の現場における多職種協働の実現に向けて─保育カウンセラーの活動についての実践報告─. 愛知学泉大学紀要, 2019, 1(2), p. 35-39. 
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Table2. 幼稚園を対象とした文献

 
[6] 小川恭子. キンダーカウンセラー活動の現場─研究動向と今後の課題について. 花園大学心理カウンセリングセンター研究紀要, 2014, 8, p. 41-49. 

[13] 大靏香. 保育現場を支援する臨床心理的活動－附属幼稚園における相談員としての実践から－. 筑紫女学園大学・筑紫女学園大学短期大学部紀要, 2008, 3, p. 235-246. 

[14] 吉川昌子・松尾智則・淵上乃里子・尾恒素子・片山瞳・早川公美子・林希・樋渡紗由理. 保育現場で「気になる」子どもの理解と支援のための一考察─保育者と保育カウ

ンセラーによるコンサルテーションを通して─. 中村学園大学・中村学園大学短期大学部研究紀要, 2009, 41, p. 161-173. 

[15] 立本千寿子. 幼稚園における心理的・発達的支援のシステム構築について─A 市において保育カウンセラーが果たせる役割の検討─. 鳴門生徒指導研究, 2010, 20, p. 30-41. 

[16] 原口喜充. 保育カウンセリングにおける保育者支援の方法とプロセスに関する一考察. 心理臨床学研究, 2017, 35(5), p. 503-513. 

[17] 大西貴子・國久美代子. 幼児期の発達障害支援におけるキンダーカウンセラーの役割.  次世代教員養成センター研究紀要, 2018, 4, p. 45-52. 

[18] 日光恵利. キンダーカウンセラー事業による継続的な支援についての効果の実感─気になる子どもに対する保育効力感に着目して─. 幼年児童教育研究, 2018 ,30, p. 29-36. 

[19] 下温湯まゆみ. キンダーカウンセリングにおける子育て支援：ごっこ遊びを取り入れた２歳児と母親の発達相談. 大阪樟蔭女子大学研究紀要, 2020, 10, p. 103-112. 
 

 

Table3. こども園を対象とした文献 

 
[20] 中山政弘・中津濱瑠美. 教育相談としての認定こども園カウンセラーのあり方─コンサルテーションによる支援の試み─. 福岡県立大学心理臨床研究, 2019, 11, p. 43-58. 
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Table4. 保育園と幼稚園を対象とした文献 

 
[21] 石川洋子・井上清子・会沢信彦. 子育て支援とカウンセリング（1）─保育者のカウンセリングに対するニーズを中心に─. 文教大学教育学部紀要, 2005, 39, p. 51-62. 

[22] 井上清子・石川洋子・会沢信彦. 保育者が感じている問題とカウンセリングニーズ. 文教大学生活科学研究, 2007, 29, p. 61-69. 

[23] 立本千寿子. 保育現場における臨床心理学的課題と要望に対する基礎調査─相談・支援機能の現状と保育カウンセラーの可能性─. 鳴門生徒指導学会, 2009, 19, p. 2-13. 

[24] 佐伯文昭. 保育所における発達相談─今日的意義と課題─. 関西福祉大学社会福祉学部研究紀要, 2010, 13, p. 87-94. 

[25] 滝口俊子・下川和子. 保育カウンセリングをめぐる一考察. 立教女学院短期大学紀要, 2012, 44, p. 71-77. 

[26] 寺井弘美. 保育現場が行う「気になる子どもへの支援」の現状と課題──保育士の意識調査と事例検討会から見えてきたこと. 子育て支援と心理臨床, 2016, 11, p. 6-12. 

[27] 中山政弘・山下雅子・森夏美. 幼稚園・保育園における臨床心理士のニーズについて〜発達・教育相談の視点から〜. 福岡県立大学心理臨床研究, 2017, 9, p.49-56. 

 

 

Table5. 保育園と子ども園を対象とした文献 

 
[28] 齊藤愛子・中津郁子・粟飯原良造. 保育所における「気になる」子どもの保護者支援─保育者への質問紙調査より─. 小児保健研究, 2008, 67(6), p. 861-866. 
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Figure1. 保育現場における子育て支援に関する文献の年次推移 

 

 

 

Table6. 研究目的                                         

発達障害や気になる⼦どもの⽀援の検討 6
保育カウンセラーの役割の検討 4
コンサルテーションの検討 3
カウンセリングの必要性の検討 3
キンダーカウンセラーの役割の検討 3
多職種連携の検討 2
臨床⼼理⼠の役割の検討 1
相談員の役割の検討 1

計  23（件） 
 

 

 

 
Table7. 研究方法 

量的研究 11
質的研究 7
事例研究 4
⽂献研究 1

計   23（件） 

 
 

Figure2. 保育現場における子育て支援の内容に 

関する研究の傾向 

 
 
 
 
 

 
 

Figure3. 保育現場における子育て支援の課題に 

関する研究の傾向 
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４． 考察 

4.1. 研究の動向について 

研究対象の場所については、保育園を対象とし

た文献が 6 件、幼稚園を対象とした文献が 8 件、

保育園と幼稚園ともに対象とした文献が 7 件、子

ども園および保育園と子ども園を対象にした文献

はそれぞれ 1 件であり、保育園および幼稚園に関

する研究が 9 割以上を占めていた。2006 年 10 月

から「就学前の子どもに関する教育、保育等の総

合的な提供の推進に関する法律」が施行され、認

定こども園制度が始まったため、こども園を対象

とした研究の数は少ない。 

発表年次に関しては、2005 年から始まり、その

後、継続的に 1~2 件発表され、2018 年に 4 件と最

も多く発表されていた。2004 年に保育カウンセラ

ーの導入の提案がなされ、同年、試行的に日野市

内の一部の公立幼稚園に配置されることになるな

ど、保育現場での子育て支援の必要性が一層取り

上げられるにようになり、このような流れから保

育現場における子育て支援に関する研究活動もみ

られ始めるようになったと考えられた。 

研究目的については、発達障害や気になる子ど

もの支援の検討が最も多く 6 件であった。このこ

とは、2005 年から「発達障害者支援法」が施行さ

れ、保育現場では発達支援に関するニーズが年々

高まっていることからもうかがえた。また、保育

カウンセラーの役割の検討（4 件）、キンダーカウ

ンセラーの役割の検討（3 件）、臨床心理士の役割

の検討（1 件）、相談員の役割の検討（1 件）と、

それぞれの心理職に関する役割の検討を合計する

と 9 件あり、またそれぞれの結果からも、心理職

に対する期待が高まっていることがうかがえた。

さらに、コンサルテーションの検討やカウンセリ

ングの必要性の検討がそれぞれ 3 件あり、子育て

支援に関するより一層の専門的知識が保育現場に

おいて求められていることが示唆された。 
 

4.2. 子育て支援の内容と課題について 

子育て支援の内容に関して、全ての保育現場で

みられる内容として、【専門家や外部機関との連

携】、【巡回相談/コンサルテーション】、【気にな

る子どもの保護者支援】があげられた。このこと

は、研究目的で発達障害や気になる子どもの支援

の検討が最も多かったことからも考えられるよう

に、保育現場では発達支援のニーズが年々高まっ

ており、発達支援や気になる子どもとその保護者

に対する取り組みを積極的に行っていることが明

らかとなった。障害児や気になる子どもとその保

護者を支援するために、心理職と保育士が協働す

ることで、園全体の職員間や外部専門機関との連

携が活性化することが指摘されており[23]、園の組

織全体の機能促進に繋がっていることが示唆され

た。 

次に、保育園と幼稚園でみられる子育て支援の

内容として、【日常での保護者支援】と【気になる

子どもへの支援】があげられた。このことから、

発達障害や気になる子どもの保護者に限定される

ことなく、全ての保護者に対して日常的な支援を

行っていることが明らかになった。例えば、園庭

開放や未就園児保育、延長保育や育児相談業務[23]

などを実施する園が増えてきている傾向がみられ

た。また、気になる子どもへの支援については、

個別の関わりの仕方を検討しながら支援している

ことがあげられ[23]、一人ひとりに合った適切な関

わりを模索しながら保育活動を行っていることが

示唆された。 

保育園でのみ、あげられた内容は【保育士によ

る心理相談業務】であった。特に指導者層が心理

相談業務に関わることが多い傾向があり[7]、ベテ

ランの保育士が必要性に応じて対応していると考

えられた。また、幼稚園でのみ、あげられた内容

は【未就園児の相談業務】であった。幼稚園によ

っては園児確保の必要性があったり、未就園児の

保護者の育児が孤立しがちであることから[19]、早

期から未就園児の保護者の支援を行っていると考

えられた。 

子育て支援の課題に関しては、全ての保育現場

でみられる課題として、【保護者対応に関する心

理学的な専門的アドバイスの必要性】があげられ

た。通常の保育以外にも支援が必要であると感じ

る子どもや保護者が多く[7]、特に保護者対応に苦

慮している状況が見受けられた。どのように子ど

もの状態を保護者に伝えるべきか具体的な方法や

伝え方を知りたいといった専門的なアドバイスを

必要としている状況が明らかとなり、心理職の専

門性が求められている課題であるといえよう。 

次に、保育園と幼稚園でみられる子育て支援課

題として、【心理職（キンダーカウンセラー、発達

相談者）の専門性向上への期待】と【子どもへの

支援の充実】があげられた。保育現場ではキンダ
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ーカウンセラーや保育カウンセラー、発達相談者

など様々な心理職の活動がみられるようになり、

そのような状況の中で、子どもの発達に関するよ

り一層の専門的な知識や遊ぶ技術が求められ[19]、

心理職の専門性の高さを期待する傾向がみられた。

また、時間的なゆとりがないことで子どもへの対

応が十分にできないといった保育現場の厳しい状

況からも、心理職が心理学的な専門性を活かしな

がら、より一層子どもへの支援に積極的に関わる

事で、より充実した子ども支援が可能になること

が示唆された。 

保育園と子ども園でみられる子育て支援の課題

として、【巡回相談のあり方の検討】と【気になる

子どもの保護者への支援の充実】があげられた。

巡回相談は、地域によって多様なスタイルで展開

されており統一性がないことや、頻度が少なく専

門家が保育者へ教授するという一方通行の関わり

となることが多いことなどが課題としてあげられ
[8]既存の巡回相談のシステムに心理職が積極的に

関与しながら、より良い巡回相談のあり方を検討

する必要があることがわかった。このことは、小

川[6]が述べているように、保育現場はそれぞれの

特徴があり、地域・環境などの背景も考慮すると

一つの型にはめる必要はないが、各保育現場のニ

ーズに応じた適切な巡回相談のあり方を検討する

ことが重要であると考えられた。また、気になる

子どもの保護者への支援の充実については、気に

なる子どもは外部の専門機関に繋がりにくいとい

う状況があり[9]、保育現場において早期に気づく

ことができたとしても、その後の対応が遅れてし

まうといった状況がみられた。子育て支援の内容

において、全ての保育現場において気になる子ど

もの保護者支援については取り組まれている状況

がみられたが、特に保育園と子ども園では、より

一層の支援の充実が必要であることが明らかとな

った。この課題は、心理職が協働して取り組むこ

とができる課題であると考えられるため、気にな

る子どもの状態像に応じた保護者支援のあり方な

ど、巡回相談などのコンサルテーションの場にお

いて保育現場の職員とともに検討できるのはない

かと考えられた。 

保育園でのみ、あげられた内容は、【保育者への

心理的支援の必要性】と【より多くの職種との連

携の必要性】であった。保育士が行っている効果

的な内容について肯定的な評価を行うことで保育

士自身の自己肯定感を高めたり、保育者の心理的

負荷を軽減する支援を検討したりすることは、心

理職の重要な役割のひとつであると考えられた。

また、より多くの職種との連携の必要性が課題と

してあげられたことは、既存の職員だけでは対処

することが困難な課題があることがうかがえ、今

後、心理職は必要不可欠な存在となることが示唆

された。 

最後に、これまで述べてきた保育現場における

子育て支援の内容と課題を振り返ると、心理職は

様々な形で保育現場に関わっているとともに、よ

り一層の連携を期待されていると考えられ、保育

現場において心理職が貢献することができる役割

は大きいといえよう。現在、保育現場には外部か

ら保育カウンセラーやキンダーカウンセラー、発

達相談員、臨床心理士や臨床発達心理士など様々

な心理職が訪問し、協働・連携が広がりをみせて

いる。しかしながら、心理職の配置は全国的に普

及していないのが現状である。したがって、心理

職は保育現場で求められていることを把握すると

ともに、専門的知識を活かし協働できることを積

極的に提案し、実際に共に課題に取り組むといっ

た実践活動を積み重ねていく必要があると考えら

れた。 
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